
議案第 ４ 号

沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する

規程及び外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程の一部を改正す

る訓令について

以下の理由により、沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務

条件等に関する規程及び外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程の一部

を改正する訓令案を別紙のとおり提出する。

令和７年３月13日提出

沖縄県教育委員会教育長 半嶺 満

理 由

令和６年８月に行われた人事院の公務員人事管理に関する報告及び同年10月

に行われた沖縄県人事委員会の職員の給与等に関する報告を踏まえ、会計年度

任用職員の仕事と生活の両立支援を拡充するため、関係する訓令を改正する必

要がある。

これが、この議案を提出する理由である。



別紙

沖縄県教育委員会訓令第 号

沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程及び外国語指導助手の勤務

条件等の特例に関する規程の一部を改正する訓令を次のように定める。

令和 年 月 日

沖縄県教育委員会

教育長 半 嶺 満

沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程及び外国語指導助手の

勤務条件等の特例に関する規程の一部を改正する訓令

（沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程の一部改正）

第１条 沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程（平成20年沖縄県教

育委員会訓令第22号）の一部を次のように改正する。

第10条第13号中「次のいずれにも該当する会計年度任用職員」を「１週間の勤務日が３日以上とされて

いる会計年度任用職員又は週以外の期間によって勤務日が定められている会計年度任用職員で１年間の勤

務日が121日以上であるもの」に改め、同号ア及びイを削り、同条第16号中「次のいずれにも該当する会

計年度任用職員」を「１週間の勤務日が３日以上とされている会計年度任用職員又は週以外の期間によっ

て勤務日が定められている会計年度任用職員で１年間の勤務日が121日以上であるもの」に、「第９号」

を「第８号」に改め、同号ア及びイを削り、同条第17号中「次のいずれにも該当する会計年度任用職員」

を「１週間の勤務日が３日以上とされている会計年度任用職員又は週以外の期間によって勤務日が定めら

れている会計年度任用職員で１年間の勤務日が121日以上であるもの」に改め、同号ア及びイを削り、同

条中第18号を第19号とし、同条第17号の次に次の１号を加える。

⒅ 公務によらない負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認

められる場合 １の年度において10日の範囲内で必要と認める日又は時間

第11条第１項第２号を次のように改める。

⑵ ９歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子（配偶者の子を含む。以下この号において

同じ。）を養育する会計年度任用職員が、次に掲げる場合のいずれかに該当するため、勤務しないこ

とが相当であると認められるとき １の年度において５日（その養育する９歳に達する日以後の最初

の３月31日までの間にある子が２人以上の場合にあっては、10日）の範囲内で必要と認める日又は時

間

ア 当該子の看護（負傷し、又は疾病にかかった当該子の世話を行うことをいう。）を行う場合

イ 当該子に予防接種又は健康診断を受けさせる場合

ウ 当該子の学校の休業等（学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第19条の規定による出席停止及

び同法第20条の規定による学校の休業並びに児童福祉法第39条第１項に規定する保育所、就学前の

子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成18年法律第77号）第２条第

６項に規定する認定こども園その他の施設及び児童福祉法第24条第２項に規定する家庭的保育事業

等その他の事業における学校保健安全法第19条の規定による出席停止又は同法第20条の規定による

学校の休業に準ずるものをいう。）に伴い当該子の世話を行う場合

エ 当該子の教育又は保育に係る行事（入園、卒園又は入学の式典その他これに準ずる式典をい

う。）に参加する場合

第11条第１項第８号を削り、同項第９号を同項第８号とし、同項第10号を同項第９号とする。

（外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程の一部改正）

第２条 外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程（令和２年沖縄県教育委員会訓令第３号）の一部

を次のように改正する。

第９条第15号中「次のいずれにも該当する外国語指導助手」を「１週間の勤務日が３日以上とされてい

る外国語指導助手又は週以外の期間によって勤務日が定められている外国語指導助手で１年間の勤務日が

121日以上であるもの」に、「１の年度」を「特定期間」に改め、同号ア及びイを削り、同条第18号中

「次のいずれにも該当する外国語指導助手」を「１週間の勤務日が３日以上とされている外国語指導助手

又は週以外の期間によって勤務日が定められている外国語指導助手で１年間の勤務日が121日以上である

もの」に改め、同号ア及びイを削り、同条第19号中「次のいずれにも該当する外国語指導助手」を「１週



間の勤務日が３日以上とされている外国語指導助手又は週以外の期間によって勤務日が定められている外

国語指導助手で１年間の勤務日が121日以上であるもの」に改め、同号ア及びイを削る。

第10条第１項第２号を次のように改める。

⑵ ９歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子（配偶者の子を含む。以下この号において

同じ。）を養育する外国語指導助手が、次に掲げる場合のいずれかに該当するため、勤務しないこと

が相当であると認められるとき 特定期間において５日（その養育する９歳に達する日以後の最初の

３月31日までの間にある子が２人以上の場合にあっては、10日）の範囲内で必要と認める日又は時間

ア 当該子の看護（負傷し、又は疾病にかかった当該子の世話を行うことをいう。）を行う場合

イ 当該子に予防接種又は健康診断を受けさせる場合

ウ 当該子の学校の休業等（学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第19条の規定による出席停止及

び同法第20条の規定による学校の休業並びに児童福祉法第39条第１項に規定する保育所、就学前の

子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成18年法律第77号）第２条第

６項に規定する認定こども園その他の施設及び児童福祉法第24条第２項に規定する家庭的保育事業

等その他の事業における学校保健安全法第19条の規定による出席停止又は同法第20条の規定による

学校の休業に準ずるものをいう。）に伴い当該子の世話を行う場合

エ 当該子の教育又は保育に係る行事（入園、卒園又は入学の式典その他これに準ずる式典をい

う。）に参加する場合

附 則

この訓令は、令和７年４月１日から施行する。



改正案の概要

部課名 教育庁総務課

１ 件名

沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程及

び外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程の一部を改正する訓令

２ 改正の経緯及び必要性

⑴ 令和６年８月に行われた人事院の公務員人事管理に関する報告、同年10月に行

われた沖縄県人事委員会の職員の給与等に関する報告を踏まえ、沖縄県人事委員

会が所管する会計年度任用職員の勤務時間及び休暇の基準に関する規則（令和２

年沖縄県人事委員会規則第２号）について以下の改正を予定している。

ア 子の看護休暇について、取得要件及び対象となる子の範囲を拡大する。

イ 出生サポート休暇、配偶者出産休暇及び育児参加休暇について、取得要件を

緩和する。

ウ 病気休暇（私傷病）を有給化する。

⑵ ⑴を踏まえ、教育委員会の所管に属する会計年度任用職員についても勤務条件

の権衡を失しないよう関係規定を改正する等の必要がある。

３ 改正案の概要

⑴ 沖縄県教育委員会の所管に属する会計年度任用職員の勤務条件等に関する規程

（平成20年沖縄県教育委員会訓令第22号）を次のように改める。＜第１条＞

ア 出生サポート休暇、配偶者出産休暇及び育児参加休暇について、取得要件か

ら「６月以上の任期が定められている会計年度任用職員又は６月以上継続して

いる会計年度任用職員」を削る。（第10条関係）

イ これまで無給休暇であった「病気休暇（私傷病）」を「年次休暇以外の有給

休暇に位置付ける。（第10条及び第11条関係）

ウ 子の看護休暇について、子の教育又は保育に係る行事への参加や子の学校の

休業等の場合でも休暇を取得可能となるよう取得事由を拡大するとともに、対

象となる子の範囲を小学校３年生修了時までに拡大する。（第11条関係）

⑵ 外国語指導助手の勤務条件等の特例に関する規程（令和２年沖縄県教育委員会

訓令第３号）を次のように改める。＜第２条＞

ア 出生サポート休暇、配偶者出産休暇及び育児参加休暇について、取得要件か

ら「６月以上の任期が定められている外国語指導助手又は６月以上継続してい

る外国語指導助手」を削る。（第９条関係）

イ 子の看護休暇について、子の教育又は保育に係る行事への参加や子の学校の

休業等の場合でも休暇を取得可能となるよう取得事由を拡大するとともに、対

象となる子の範囲を小学校３年生修了時までに拡大する。（第10条関係）

ウ その他所要の改正を行う。（第９条関係）

⑶ この訓令は、令和７年４月１日から施行する。（附則）



４ 根拠法令

⑴ 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第24条

⑵ 沖縄県職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例（昭和47年沖縄県条例第

43号）第18条

５ 添付資料

⑴ 新旧対照表

⑵ 参照条文

⑶ その他参考となる資料
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あ
る

と
認

め
ら

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
配

偶
者

の
看

護
等

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る
と

き
当

該
期
間

内
に

お
け
る

２
日

の
範
囲

内
の

期
間

れ
る

と
き

当
該
期

間
内
に

お
け

る
２
日

の
範

囲
内
の

期
間

（
削

る
。

）
ア

１
週

間
の

勤
務

日
が

３
日

以
上

と
さ

れ
て

い
る

会
計

年
度

任
用

職
員

又
は

週
以

外
の

期
間

に
よ

っ
て

勤
務

日
が

定
め

ら
れ

て
い
る

会
計

年
度
任

用
職

員
で
１

年
間

の
勤
務

日
が
1
2
1
日

以

上
で

あ
る

も
の

（
削

る
。

）
イ

６
月

以
上

の
任

期
が

定
め

ら
れ

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員
又

は
６

月
以

上
継

続
勤

務
し

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員

⒄
１

週
間

の
勤

務
日

が
３

日
以

上
と

さ
れ

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員
又

は
週

以
外

の
期

間
に

⒄
次

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

会
計

年
度

任
用

職
員

よ
っ
て

勤
務
日

が
定
め

ら
れ

て
い
る

会
計

年
度
任

用
職

員
で

１
年

間
の

勤
務

日
が

1
2
1
日

以
上

で

あ
る

も
の

の
配

偶
者

が
出

産
す

る
場

合
で

あ
っ

て
そ

の
出

産
予

定
日

の
８

週
間

（
多

胎
妊

娠
の

の
配

偶
者

が
出

産
す

る
場

合
で

あ
っ

て
そ

の
出

産
予

定
日

の
８

週
間

（
多

胎
妊

娠
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

1
4
週

間
）

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
以

後
１

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

1
4
週

間
）

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
以

後
１

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

期
間
に

あ
る
場

合
に
お

い
て

、
当
該

出
産

に
係
る

子
（

民
法

（
明

治
2
9
年

法
律

第
8
9
号

）
第

8
1
7

期
間

に
あ

る
場

合
に

お
い
て

、
当

該
出
産

に
係

る
子
（

民
法

（
明
治

2
9
年

法
律
第

8
9
号
）

第
8
1
7

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

会
計

年
度

任
用

職
員

が
当

該
会

計
年

度
任

用
職

員
と

の
間

に
お

条
の

２
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

会
計

年
度

任
用

職
員

が
当

該
会

計
年

度
任

用
職

員
と

の
間

に
お

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

け
る

同
項

に
規

定
す

る
特

別
養

子
縁

組
の

成
立

に
つ

い
て

家
庭

裁
判

所
に

請
求

し
た

者
（

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に

係
属

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
で

あ
っ

て
、

当
該

請
求

に
係

る
家

事
審

判
事

件
が

裁
判

所
に

係
属

し
て

い
る

場
合

に
限

る
。

）
で

あ
っ

て
、

当
該

会
計
年

度
任
用

職
員
が

現
に

監
護
す

る
も

の
、
児

童
福

祉
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第

2
7

会
計

年
度

任
用

職
員

が
現
に

監
護

す
る
も

の
、

児
童
福

祉
法

（
昭
和

2
2
年

法
律
第

1
6
4
号
）

第
2
7

条
第

１
項

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
同

法
第

６
条

の
４

第
２

号
に

規
定

す
る

養
子

縁
組

里
親

で
あ

条
第

１
項

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
同

法
第

６
条

の
４

第
２

号
に

規
定

す
る

養
子

縁
組

里
親

で
あ

る
会

計
年

度
任

用
職

員
に

委
託

さ
れ

て
い

る
児

童
及

び
沖

縄
県

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

る
会

計
年

度
任

用
職

員
に

委
託

さ
れ

て
い

る
児

童
及

び
沖

縄
県

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

条
例

（
平

成
４

年
沖

縄
県

条
例

第
６

号
）

第
２

条
の

２
に

規
定

す
る

者
を

含
む

。
次

条
第

１
項

条
例

（
平

成
４

年
沖

縄
県

条
例

第
６

号
）

第
２

条
の

２
に

規
定

す
る

者
を

含
む

。
次

条
第

１
項

第
３

号
ア

及
び

エ
を

除
き

、
以

下
同

じ
。

）
又

は
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

子
第

３
号

ア
及

び
エ

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）

又
は

小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

（
配

偶
者

の
子

を
含

む
。

）
を

養
育

す
る

会
計

年
度

任
用

職
員

が
、

こ
れ

ら
の

子
の

養
育

の
た

（
配

偶
者

の
子

を
含

む
。

）
を

養
育

す
る

会
計

年
度

任
用

職
員

が
、

こ
れ

ら
の

子
の

養
育

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

当
該

期
間

内
に

お
け

る
５

日
の

範
め

勤
務

し
な

い
こ

と
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
当

該
期

間
内

に
お

け
る

５
日

の
範

囲
内
の

期
間

囲
内

の
期

間

（
削

る
。

）
ア

１
週

間
の

勤
務

日
が

３
日

以
上

と
さ

れ
て

い
る

会
計

年
度

任
用

職
員

又
は

週
以

外
の

期
間

に
よ

っ
て

勤
務

日
が

定
め

ら
れ

て
い
る

会
計

年
度
任

用
職

員
で
１

年
間

の
勤
務

日
が
1
2
1
日

以

上
で

あ
る

も
の

（
削

る
。

）
イ

６
月

以
上

の
任

期
が

定
め

ら
れ

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員
又

は
６

月
以

上
継

続
勤

務
し

て
い

る
会

計
年

度
任

用
職

員

⒅
公

務
に

よ
ら

な
い

負
傷

又
は

疾
病

の
た

め
療

養
す

る
必

要
が

あ
り

、
そ

の
勤

務
し

な
い

こ
と

（
新

設
）

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合
１

の
年

度
に

お
い

て
1
0
日

の
範

囲
内

で
必

要
と

認
め

（
新

旧
対

照
表

2
ペ

ー
ジ

）



（
新

旧
対

照
表

3
ペ

ー
ジ

）

る
日
又

は
時
間

⒆
（
略

）
⒅

前
各

号
に

規
定

す
る

も
の

の
ほ

か
、

教
育

委
員

会
が

人
事

委
員

会
と

協
議

し
て

定
め

る
場

合

教
育

委
員

会
が

人
事

委
員

会
と

協
議
し

て
定

め
る
期

間

（
無

給
休

暇
）

（
無

給
休

暇
）

第
1
1
条

所
属

長
は

、
会

計
年

度
任

用
職

員
が

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、

休
暇

を
請

求
し

第
1
1
条

所
属

長
は

、
会

計
年

度
任

用
職

員
が

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、

休
暇

を
請

求
し

た
場

合
は

、
当
該

各
号
に

定
め

る
期
間

の
無

給
の
休

暇
を

与
え

る
も

の
と

す
る

。
た

場
合

は
、

当
該

各
号

に
定
め

る
期
間

の
無

給
の
休

暇
を
与

え
る

も
の
と

す
る

。

⑴
（
略

）
⑴

（
略

）

⑵
９

歳
に

達
す

る
日

以
後

の
最

初
の

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
あ

る
子

（
配

偶
者

の
子

を
含

む
。

⑵
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

子
（

配
偶

者
の

子
を

含
む

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

以
下

こ
の

号
に

お
い

て
同

じ
。

）
を

養
育

す
る

会
計

年
度

任
用

職
員

が
、

次
に

掲
げ

る
場

合
の

同
じ

。
）

を
養

育
す

る
会

計
年

度
任

用
職

員
が

、
当

該
子

の
看

護
（

負
傷

し
、

又
は

疾
病

に
か

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
た

め
、

勤
務

し
な

い
こ

と
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
１

の
か

っ
た

当
該

子
の

世
話

を
行

う
こ

と
を

い
う

。
）

の
た

め
又

は
当

該
子

に
予

防
接

種
若

し
く

は

年
度

に
お

い
て

５
日

（
そ

の
養

育
す

る
９

歳
に

達
す

る
日

以
後

の
最

初
の

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

健
康

診
断

を
受

け
さ

せ
る

た
め

勤
務

し
な

い
こ

と
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
１

の

に
あ

る
子

が
２

人
以

上
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

1
0
日

）
の

範
囲

内
で

必
要

と
認

め
る

日
又

は
時

年
度

に
お

い
て

５
日

（
そ

の
養

育
す

る
小

学
校

就
学

の
始

期
に

達
す

る
ま

で
の

子
が

２
人

以
上

間
の

場
合

に
あ

っ
て
は

、
1
0
日

）
の

範
囲
内

で
必

要
と
認

め
る

日
又
は

時
間

ア
当

該
子

の
看

護
（

負
傷

し
、

又
は

疾
病

に
か

か
っ

た
当

該
子

の
世

話
を

行
う

こ
と

を
い

（
新

設
）

う
。

）
を
行

う
場
合

イ
当

該
子
に

予
防
接

種
又

は
健
康

診
断

を
受
け

さ
せ

る
場

合
（

新
設

）

ウ
当

該
子

の
学

校
の

休
業

等
（

学
校

保
健

安
全

法
（

昭
和

3
3
年

法
律

第
5
6
号

）
第

1
9
条

の
規

（
新

設
）

定
に

よ
る
出

席
停
止

及
び

同
法
第

2
0
条

の
規
定

に
よ

る
学

校
の

休
業

並
び

に
児

童
福

祉
法

第
3

9
条

第
１

項
に
規

定
す

る
保
育

所
、
就

学
前

の
子

ど
も

に
関

す
る

教
育

、
保

育
等

の
総

合
的

な

提
供

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（

平
成

1
8
年

法
律

第
7
7
号

）
第

２
条

第
６

項
に

規
定

す
る

認
定

こ
ど

も
園

そ
の

他
の

施
設

及
び

児
童

福
祉

法
第

2
4
条

第
２

項
に

規
定

す
る

家
庭

的
保

育
事

業

等
そ

の
他

の
事

業
に

お
け

る
学

校
保

健
安

全
法

第
1
9
条

の
規

定
に

よ
る

出
席

停
止

又
は

同
法

第
2
0
条

の
規

定
に

よ
る

学
校

の
休

業
に

準
ず

る
も

の
を

い
う

。
）

に
伴

い
当

該
子

の
世

話
を

行
う

場
合

エ
当

該
子

の
教

育
又

は
保

育
に

係
る

行
事

（
入

園
、

卒
園

又
は

入
学

の
式

典
そ

の
他

こ
れ

に
（

新
設

）

準
ず

る
式
典

を
い
う

。
）

に
参
加

す
る

場
合

⑶
～

⑺
（

略
）

⑶
～

⑺
（

略
）

（
削
る

。
）

⑻
公

務
に

よ
ら

な
い

負
傷

又
は

疾
病

の
た

め
療

養
す

る
必

要
が

あ
り

、
そ

の
勤

務
し

な
い

こ
と

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合
１

の
年

度
に

お
い

て
1
0
日

の
範

囲
内

で
必

要
と

認
め



（
新

旧
対

照
表

4
ペ

ー
ジ

）

る
日

又
は

時
間

⑻
（
略

）
⑼

骨
髄

移
植

の
た

め
の

骨
髄

若
し

く
は

末
梢

(
し

よ
う

)
血

幹
細

胞
移

植
の

た
め

の
末

梢
血

幹
細

胞
の

提
供

希
望

者
と

し
て

そ
の

登
録

を
実

施
す

る
者

に
対

し
て

登
録

の
申

出
を

行
い

、
又

は
配

偶
者

、
父

母
、

子
及

び
兄

弟
姉

妹
以

外
の

者
に

、
骨

髄
移

植
の

た
め

骨
髄

若
し

く
は

末
梢

血
幹

細
胞

移
植

の
た

め
末

梢
血

幹
細

胞
を

提
供

す
る

場
合

で
、

当
該

申
出

又
は

提
供

に
伴

い
必

要
な

検
査

、
入

院
等

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
と

き
必

要
と

認

め
る

期
間

⑼
（
略

）
⑽

女
性

の
会

計
年

度
任

用
職

員
が

母
子

保
健

法
の

規
定

に
よ

る
保

健
指

導
又

は
健

康
診

査
に

基

づ
く

指
導

事
項

を
守

る
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合
必

要

と
認

め
る

期
間

２
（
略

）
２

（
略

）

３
（
略

）
３

（
略

）



新
旧

対
照

表
（

第
２
条

関
係

）

外
国
語

指
導

助
手

の
勤

務
条

件
等

の
特

例
に

関
す

る
規

程
（

令
和

２
年

沖
縄

県
教

育
委

員
会
訓

令
第
３

号
）

新
旧
対

照
表

改
正

案
現

行

（
趣
旨

）
（

趣
旨

）

第
１

条
（
略

）
第

１
条

こ
の

訓
令

は
、

外
国
語

指
導
助

手
（

地
方
公

務
員
法

（
昭

和
2
5
年

法
律

第
2
6
1
号
）

第
2
2
条

の
２

第
１

項
第

１
号

に
掲

げ
る

会
計

年
度

任
用

職
員

で
あ

っ
て

、
沖

縄
県

立
高

等
学

校
、

沖
縄

県

立
特

別
支

援
学

校
及

び
沖

縄
県

立
中

学
校

に
お

け
る

語
学

指
導

等
に

関
す

る
補

助
的

又
は

定
型

的

な
業

務
に

従
事

す
る

者
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
の

任
用

、
勤

務
時

間
そ

の
他

の
勤

務
条

件
の

特

例
に

関
し

必
要

な
事
項

を
定
め

る
も
の

と
す

る
。

（
年

次
休

暇
以
外

の
有
給

休
暇

）
（

年
次

休
暇

以
外

の
有

給
休
暇

）

第
９

条
所

属
長

は
、

外
国

語
指

導
助

手
が

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

し
、

休
暇

を
請

求
し

た
第

９
条

所
属

長
は

、
外

国
語

指
導

助
手

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
休

暇
を

請
求

し
た

場
合

は
、

当
該
各

号
に
定

め
る

期
間
の

有
給

の
休
暇

を
与

え
る

も
の

と
す

る
。

場
合

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

期
間
の

有
給

の
休
暇

を
与
え

る
も

の
と
す

る
。

⑴
～

⑽
（

略
）

⑴
～

⑽
（

略
）

⑾
（
略

）
⑾

公
務

に
よ

ら
な

い
負

傷
又

は
疾

病
の

た
め

療
養

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

勤
務

し
な

い
こ

と

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
場

合
特

定
期

間
お

い
て

2
0
日

の
範

囲
内

で
必

要
と

認
め

る

日
又

は
時

間

⑿
～

⒁
（

略
）

⑿
～

⒁
（

略
）

⒂
１

週
間

の
勤

務
日

が
３

日
以

上
と

さ
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

週
以

外
の

期
間

に
⒂

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
外

国
語

指
導

助
手

よ
っ
て

勤
務
日

が
定
め

ら
れ

て
い
る

外
国

語
指
導

助
手

で
１

年
間

の
勤

務
日

が
1
2
1
日

以
上

で
あ

る
も

の
が

不
妊

治
療

に
係

る
通

院
等

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

が
不

妊
治

療
に

係
る

通
院

等
の

た
め

勤
務

し
な

い
こ

と
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る

場
合

特
定

期
間

に
お

い
て

５
日

（
当

該
通

院
等

が
体

外
受

精
又

は
顕

微
授

精
に

係
る

も
の

で
場

合
１

の
年

度
に

お
い

て
５

日
（

当
該

通
院

等
が

体
外

受
精

又
は

顕
微

授
精

に
係

る
も

の
で

あ
る
場

合
に
あ

っ
て
は

、
1
0
日

）
の

範
囲

内
の
期

間
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
0
日
）

の
範
囲

内
の

期
間

（
削

る
。

）
ア

１
週

間
の

勤
務

日
が

３
日

以
上

と
さ

れ
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手
又

は
週

以
外

の
期

間
に

よ
っ

て
勤

務
日

が
定

め
ら

れ
て

い
る
外

国
語

指
導
助

手
で

１
年
間

の
勤

務
日
が

1
2
1
日
以

上
で

あ
る

も
の

（
削

る
。

）
イ

６
月

以
上

の
任

期
が

定
め

ら
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

６
月

以
上

継
続

勤
務

し
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手

（
新

旧
対

照
表

1
ペ

ー
ジ

）



⒃
～

⒄
（

略
）

⒃
～

⒄
（

略
）

⒅
１

週
間

の
勤

務
日

が
３

日
以

上
と

さ
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

週
以

外
の

期
間

に
⒅

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
外

国
語

指
導

助
手

よ
っ
て

勤
務
日

が
定
め

ら
れ

て
い
る

外
国

語
指
導

助
手

で
１

年
間

の
勤

務
日

が
1
2
1
日

以
上

で
あ

る
も

の
の

配
偶

者
（

届
出

を
し

な
い

が
事

実
上

婚
姻

関
係

と
同

様
の

事
情

に
あ

る
者

を
含

む
。

の
配

偶
者

（
届

出
を

し
な

い
が

事
実

上
婚

姻
関

係
と

同
様

の
事

情
に

あ
る

者
を

含
む

。

次
条

第
１

項
第

２
号

及
び

第
７

号
を

除
き

、
以

下
同

じ
。

）
が

出
産

す
る

場
合

で
あ

っ
て

そ
の

次
条

第
１

項
第

２
号

及
び

第
７

号
を

除
き

、
以

下
同

じ
。

）
が

出
産

す
る

場
合

で
あ

っ
て

そ
の

出
産

予
定

日
の

1
0
日

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
後

1
0
日

を
経

過
す

る
日

ま
で

の
期

間
に

あ
る

出
産

予
定

日
の

1
0
日

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
後

1
0
日

を
経

過
す

る
日

ま
で

の
期

間
に

あ
る

場
合

に
お

い
て

、
配

偶
者

の
看

護
等

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
お

い
て

、
配

偶
者

の
看

護
等

の
た

め
勤

務
し

な
い

こ
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

当
該
期

間
内
に

お
け

る
２
日

の
範

囲
内
の

期
間

と
き

当
該

期
間

内
に

お
け

る
２

日
の
範

囲
内

の
期
間

（
削

る
。

）
ア

１
週

間
の

勤
務

日
が

３
日

以
上

と
さ

れ
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手
又

は
週

以
外

の
期

間
に

よ
っ

て
勤

務
日

が
定

め
ら

れ
て

い
る
外

国
語

指
導
助

手
で

１
年
間

の
勤

務
日
が

1
2
1
日
以

上
で

あ
る

も
の

（
削

る
。

）
イ

６
月

以
上

の
任

期
が

定
め

ら
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

６
月

以
上

継
続

勤
務

し
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手

⒆
１

週
間

の
勤

務
日

が
３

日
以

上
と

さ
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

週
以

外
の

期
間

に
⒆

次
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
外

国
語

指
導

助
手

よ
っ
て

勤
務
日

が
定
め

ら
れ

て
い
る

外
国

語
指
導

助
手

で
１

年
間

の
勤

務
日

が
1
2
1
日

以
上

で
あ

る
も

の
の

配
偶

者
が

出
産

す
る

場
合

で
あ

っ
て

そ
の

出
産

予
定

日
の

８
週

間
（

多
胎

妊
娠

の
場

の
配

偶
者

が
出

産
す

る
場

合
で

あ
っ

て
そ

の
出

産
予

定
日

の
８

週
間

（
多

胎
妊

娠
の

場

合
に

あ
っ

て
は

、
1
4
週

間
）

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
以

後
１

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

期
合

に
あ

っ
て

は
、

1
4
週

間
）

前
の

日
か

ら
当

該
出

産
の

日
以

後
１

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

期

間
に
あ

る
場
合

に
お
い

て
、

当
該
出

産
に

係
る
子

（
民

法
（

明
治

2
9
年

法
律

第
8
9
号

）
第

8
1
7
条

間
に

あ
る

場
合

に
お

い
て
、

当
該

出
産
に

係
る

子
（
民

法
（

明
治
2
9
年
法

律
第
8
9
号

）
第

8
1
7
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
外

国
語

指
導

助
手

が
当

該
外

国
語

指
導

助
手

と
の

間
に

お
け

る
同

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
外

国
語

指
導

助
手

が
当

該
外

国
語

指
導

助
手

と
の

間
に

お
け

る
同

項
に

規
定

す
る

特
別

養
子

縁
組

の
成

立
に

つ
い

て
家

庭
裁

判
所

に
請

求
し

た
者

（
当

該
請

求
に

項
に

規
定

す
る

特
別

養
子

縁
組

の
成

立
に

つ
い

て
家

庭
裁

判
所

に
請

求
し

た
者

（
当

該
請

求
に

係
る

家
事

審
判

事
件

が
裁

判
所

に
係

属
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

、
当

該
外

国
語

係
る

家
事

審
判

事
件

が
裁

判
所

に
係

属
し

て
い

る
場

合
に

限
る

。
）

で
あ

っ
て

、
当

該
外

国
語

指
導
助

手
が
現

に
監
護

す
る

も
の
、

児
童

福
祉
法

（
昭

和
2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第

2
7
条

第
１

項
指

導
助

手
が

現
に
監

護
す
る

も
の

、
児
童

福
祉

法
（
昭

和
2
2
年

法
律

第
1
6
4
号

）
第
2
7
条
第

１
項

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
同

法
第

６
条

の
４

第
２

号
に

規
定

す
る

養
子

縁
組

里
親

で
あ

る
外

国
語

第
３

号
の

規
定

に
よ

り
同

法
第

６
条

の
４

第
２

号
に

規
定

す
る

養
子

縁
組

里
親

で
あ

る
外

国
語

指
導

助
手

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

及
び

沖
縄

県
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

指
導

助
手

に
委

託
さ

れ
て

い
る

児
童

及
び

沖
縄

県
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

４
年

沖
縄

県
条

例
第

６
号

）
第

２
条

の
２

に
規

定
す

る
者

を
含

む
。

次
条

第
１

項
第

３
号

ア
及

４
年

沖
縄

県
条

例
第

６
号

）
第

２
条

の
２

に
規

定
す

る
者

を
含

む
。

次
条

第
１

項
第

３
号

ア
及

び
エ

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）

又
は

小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

（
配

偶
者

の
子

び
エ

を
除

き
、

以
下

同
じ

。
）

又
は

小
学

校
就

学
の

始
期

に
達

す
る

ま
で

の
子

（
配

偶
者

の
子

を
含

む
。

）
を

養
育

す
る

外
国

語
指

導
助

手
が

、
こ

れ
ら

の
子

の
養

育
の

た
め

勤
務

し
な

い
こ

を
含

む
。

）
を

養
育

す
る

外
国

語
指

導
助

手
が

、
こ

れ
ら

の
子

の
養

育
の

た
め

勤
務

し
な

い
こ

と
が
相

当
で
あ

る
と
認

め
ら

れ
る
と

き
当

該
期

間
内

に
お

け
る

５
日

の
範

囲
内

の
期

間
と

が
相

当
で

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

当
該

期
間
内

に
お

け
る
５

日
の

範
囲
内

の
期
間

（
削

る
。

）
ア

１
週

間
の

勤
務

日
が

３
日

以
上

と
さ

れ
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手
又

は
週

以
外

の
期

間
に

よ
っ

て
勤

務
日

が
定

め
ら

れ
て

い
る
外

国
語

指
導
助

手
で

１
年
間

の
勤

務
日
が

1
2
1
日
以

上
で

（
新

旧
対

照
表

2
ペ

ー
ジ

）



（
新

旧
対

照
表

3
ペ

ー
ジ

）

あ
る

も
の

（
削

る
。

）
イ

６
月

以
上

の
任

期
が

定
め

ら
れ

て
い

る
外

国
語

指
導

助
手

又
は

６
月

以
上

継
続

勤
務

し
て

い
る

外
国

語
指

導
助

手

⒇
（
略

）
⒇

（
略

）

（
無

給
休

暇
）

（
無

給
休

暇
）

第
1
0
条

所
属

長
は

、
外

国
語

指
導

助
手

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
休

暇
を

請
求

し
た

第
1
0
条

所
属

長
は

、
外

国
語

指
導

助
手

が
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
し

、
休

暇
を

請
求

し
た

場
合

は
、

当
該
各

号
に
定

め
る

期
間
の

無
給

の
休
暇

を
与

え
る

も
の

と
す

る
。

場
合

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

期
間
の

無
給

の
休
暇

を
与
え

る
も

の
と
す

る
。

⑴
（
略

）
⑴

（
略

）

⑵
９

歳
に

達
す

る
日

以
後

の
最

初
の

３
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
あ

る
子

（
配

偶
者

の
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参 照 条 文
○ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十

一 号 ）

（ こ の 法 律 の 目 的 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 地 方 公 共 団 体 の 人 事 機 関 並 び に

地 方 公 務 員 の 任 用 、 人 事 評 価 、 給 与 、 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 、 休 業 、 分 限 及 び 懲 戒 、 服 務 、 退 職 管

理 、 研 修 、 福 祉 及 び 利 益 の 保 護 並 び に 団 体 等 人 事 行

政 に 関 す る 根 本 基 準 を 確 立 す る こ と に よ り 、 地 方 公

共 団 体 の 行 政 の 民 主 的 か つ 能 率 的 な 運 営 並 び に 特 定

地 方 独 立 行 政 法 人 の 事 務 及 び 事 業 の 確 実 な 実 施 を 保

障 し 、 も つ て 地 方 自 治 の 本 旨 の 実 現 に 資 す る こ と を

目 的 と す る 。

（ 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 の 根 本 基 準 ）

第 二 十 四 条 職 員 の 給 与 は 、 そ の 職 務 と 責 任 に 応 ず る

も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 職 員 の 給 与 は 、 生 計 費 並 び に 国 及 び 他 の 地 方 公 共

団 体 の 職 員 並 び に 民 間 事 業 の 従 事 者 の 給 与 そ の 他 の

事 情 を 考 慮 し て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い 。

３ 職 員 は 、 他 の 職 員 の 職 を 兼 ね る 場 合 に お い て も 、

こ れ に 対 し て 給 与 を 受 け て は な ら な い 。

４ 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 職 員 の 給 与 以 外 の 勤 務 条 件

を 定 め る に 当 つ て は 、 国 及 び 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職

員 と の 間 に 権 衡 を 失 し な い よ う に 適 当 な 考 慮 が 払 わ

れ な け れ ば な ら な い 。

５ 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 は 、 条 例

で 定 め る 。

〇 学 校 保 健 安 全 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 五 十 六

号 ）

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 学 校 に お け る 児 童 生 徒 等 及 び 職

員 の 健 康 の 保 持 増 進 を 図 る た め 、 学 校 に お け る 保 健

管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る と と も に 、 学 校 に お

け る 教 育 活 動 が 安 全 な 環 境 に お い て 実 施 さ れ 、 児 童

生 徒 等 の 安 全 の 確 保 が 図 ら れ る よ う 、 学 校 に お け る

安 全 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め 、 も つ て 学 校 教 育

の 円 滑 な 実 施 と そ の 成 果 の 確 保 に 資 す る こ と を 目 的

と す る 。

（ 出 席 停 止 ）

第 十 九 条 校 長 は 、 感 染 症 に か か つ て お り 、 か か つ て

い る 疑 い が あ り 、 又 は か か る お そ れ の あ る 児 童 生 徒

等 が あ る と き は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 出 席

を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。

（ 臨 時 休 業 ）

第 二 十 条 学 校 の 設 置 者 は 、 感 染 症 の 予 防 上 必 要 が あ

る と き は 、 臨 時 に 、 学 校 の 全 部 又 は 一 部 の 休 業 を 行

う こ と が で き る 。

〇 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四

号 ）

〔 児 童 の 権 利 〕

第 一 条 全 て 児 童 は 、 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 精 神

に の つ と り 、 適 切 に 養 育 さ れ る こ と 、 そ の 生 活 を 保

障 さ れ る こ と 、 愛 さ れ 、 保 護 さ れ る こ と 、 そ の 心 身

の 健 や か な 成 長 及 び 発 達 並 び に そ の 自 立 が 図 ら れ る

こ と そ の 他 の 福 祉 を 等 し く 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す

る 。
〔 児 童 等 〕

第 四 条 こ の 法 律 で 、 児 童 と は 、 満 十 八 歳 に 満 た な い

者 を い い 、 児 童 を 左 の よ う に 分 け る 。

一 乳 児 満 一 歳 に 満 た な い 者

二 幼 児 満 一 歳 か ら 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る

ま で の 者

三 少 年 小 学 校 就 学 の 始 期 か ら 、 満 十 八 歳 に 達 す

る ま で の 者

② こ の 法 律 で 、 障 害 児 と は 、 身 体 に 障 害 の あ る 児

童 、 知 的 障 害 の あ る 児 童 、 精 神 に 障 害 の あ る 児 童

（ 発 達 障 害 者 支 援 法 （ 平 成 十 六 年 法 律 第 百 六 十 七

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 発 達 障 害 児 を 含 む 。 ）

又 は 治 療 方 法 が 確 立 し て い な い 疾 病 そ の 他 の 特 殊 の

疾 病 で あ つ て 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合

的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十

三 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 政 令 で 定 め る も の に よ る 障 害

の 程 度 が 同 項 の 主 務 大 臣 が 定 め る 程 度 で あ る 児 童 を

い う 。

〔 保 育 の 実 施 〕



第 二 十 四 条 市 町 村 は 、 こ の 法 律 及 び 子 ど も ・ 子 育 て

支 援 法 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 保 護 者 の 労 働 又 は 疾

病 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 そ の 監 護 す べ き 乳 児 、 幼 児

そ の 他 の 児 童 に つ い て 保 育 を 必 要 と す る 場 合 に お い

て 、 次 項 に 定 め る と こ ろ に よ る ほ か 、 当 該 児 童 を 保

育 所 （ 認 定 こ ど も 園 法 第 三 条 第 一 項 の 認 定 を 受 け た

も の 及 び 同 条 第 十 項 の 規 定 に よ る 公 示 が さ れ た も の

を 除 く 。 ） に お い て 保 育 し な け れ ば な ら な い 。

② 市 町 村 は 、 前 項 に 規 定 す る 児 童 に 対 し 、 認 定 こ ど

も 園 法 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 （ 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 法 第 二 十 七 条 第 一 項 の 確 認 を 受 け た

も の に 限 る 。 ） 又 は 家 庭 的 保 育 事 業 等 （ 家 庭 的 保 育

事 業 、 小 規 模 保 育 事 業 、 居 宅 訪 問 型 保 育 事 業 又 は 事

業 所 内 保 育 事 業 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 必 要 な

保 育 を 確 保 す る た め の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な

い 。

③ ～ ⑦ （ 略 ）

〔 保 育 所 〕

第 三 十 九 条 保 育 所 は 、 保 育 を 必 要 と す る 乳 児 ・ 幼 児

を 日 々 保 護 者 の 下 か ら 通 わ せ て 保 育 を 行 う こ と を 目

的 と す る 施 設 （ 利 用 定 員 が 二 十 人 以 上 で あ る も の に

限 り 、 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 を 除 く 。 ） と す る 。

② 保 育 所 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 特 に 必 要 が

あ る と き は 、 保 育 を 必 要 と す る そ の 他 の 児 童 を 日 々

保 護 者 の 下 か ら 通 わ せ て 保 育 す る こ と が で き る 。

〇 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合

的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法

律 第 七 十 七 号 ）

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 幼 児 期 の 教 育 及 び 保 育 が 生 涯 に

わ た る 人 格 形 成 の 基 礎 を 培 う 重 要 な も の で あ る こ と

並 び に 我 が 国 に お け る 急 速 な 少 子 化 の 進 行 並 び に 家

庭 及 び 地 域 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に 伴 い 小 学 校 就 学

前 の 子 ど も の 教 育 及 び 保 育 に 対 す る 需 要 が 多 様 な も

の と な っ て い る こ と に 鑑 み 、 地 域 に お け る 創 意 工 夫

を 生 か し つ つ 、 小 学 校 就 学 前 の 子 ど も に 対 す る 教 育

及 び 保 育 並 び に 保 護 者 に 対 す る 子 育 て 支 援 の 総 合 的

な 提 供 を 推 進 す る た め の 措 置 を 講 じ 、 も っ て 地 域 に

お い て 子 ど も が 健 や か に 育 成 さ れ る 環 境 の 整 備 に 資

す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 法 律 に お い て 「 子 ど も 」 と は 、 小 学 校 就

学 の 始 期 に 達 す る ま で の 者 を い う 。

２ こ の 法 律 に お い て 「 幼 稚 園 」 と は 、 学 校 教 育 法

（ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 一 条 に 規 定 す る

幼 稚 園 を い う 。

３ こ の 法 律 に お い て 「 保 育 所 」 と は 、 児 童 福 祉 法

（ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 三 十 九 条 第 一

項 に 規 定 す る 保 育 所 を い う 。

４ こ の 法 律 に お い て 「 保 育 機 能 施 設 」 と は 、 児 童 福

祉 法 第 五 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 施 設 の う ち 同 法 第

三 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 業 務 を 目 的 と す る も の

（ 少 数 の 子 ど も を 対 象 と す る も の そ の 他 の 主 務 省 令

で 定 め る も の を 除 く 。 ） を い う 。

５ こ の 法 律 に お い て 「 保 育 所 等 」 と は 、 保 育 所 又 は

保 育 機 能 施 設 を い う 。

６ こ の 法 律 に お い て 「 認 定 こ ど も 園 」 と は 、 次 条 第

一 項 又 は 第 三 項 の 認 定 を 受 け た 施 設 、 同 条 第 十 項 の

規 定 に よ る 公 示 が さ れ た 施 設 及 び 幼 保 連 携 型 認 定 こ

ど も 園 を い う 。

７ こ の 法 律 に お い て 「 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 」 と

は 、 義 務 教 育 及 び そ の 後 の 教 育 の 基 礎 を 培 う も の と

し て の 満 三 歳 以 上 の 子 ど も に 対 す る 教 育 並 び に 保 育

を 必 要 と す る 子 ど も に 対 す る 保 育 を 一 体 的 に 行 い 、

こ れ ら の 子 ど も の 健 や か な 成 長 が 図 ら れ る よ う 適 当

な 環 境 を 与 え て 、 そ の 心 身 の 発 達 を 助 長 す る と と も

に 、 保 護 者 に 対 す る 子 育 て の 支 援 を 行 う こ と を 目 的

と し て 、 こ の 法 律 の 定 め る と こ ろ に よ り 設 置 さ れ る

施 設 を い う 。

８ ～ （ 略 ）1
2



• • •

kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線



kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線



kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線



kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線

kbshgwm
線


